
番号 78 令和３年豪雨災害及び令和元年佐賀豪雨災害実績浸水深 

所在地 武雄市内各所 

災害別 令和３年（２０２１）８月水害及び令和元年（２０１９）８月水害 

目的別 その他 建立年 不 明 

特記事項  

 

長崎道武雄北方インター付近 

 武雄市は、市内各所に令和３年８月１１日から１９日までの豪雨災害及び令和元年８月

２６日から２９日までの佐賀豪雨災害の実績浸水深を表示している。  

          写真は武雄北方インターの付近に設置されているもの

で、水深についての表示はないが、いずれも自動車が水没

する深さである。 

武雄市ではこれまでも令和元年の実績浸水深の表示

（赤線）が各所に設置されていたが、新たに令和３年の表

示（黄色線）の設置がはじまっている。いずれの個所でも

令和３年の浸水深が令和元年のそれを上回っている。 

佐賀県の発表では、令和３年の豪雨による武雄市内の

住宅等の被害は、大規模半壊８７棟、半壊８３２棟、一部

破損６棟、床上９６棟、床下３９０棟、計１、４１１棟と

令和元年の１，２９６棟を上回り、県内で最も大きな被害

となっている。 

こうした状況を受け、国土交通省では、北方町の樺島橋 

               より上流の六角川水系六角川等３３河川について、令和 
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５年３月、九州で初めて「特定都市河川」に指定した。指定を受けたことにより、河川整備

の加速化、流域における雨水貯留浸透機能の強化、土地利用のルールづくりや住まい方の工

夫など、流域全体で行う総合的かつ多層的な水害対策「流域治水」の本格的な実践に向けた

取り組みが行われることとなった。 

北方町志久 樺島橋付近 北方町志久 国道 34号 リムス付近 

橘町片白 たちばな幼稚園付近 

国土地理院電子国土 Web 武雄北方 IC 付近 

橘町片白 ＪＡみどり中央支所前 

207




